
年齢
（歳） 経験 事故の型

1 28 5年
はさまれ、
巻き込ま
れ

2 45 3年
はさまれ、
巻き込ま
れ

3 39 0.5年
飛来、落
下

4 21 2年
はさまれ、
巻き込ま
れ

5 62 8年
墜落、転
落

6 46 15年
墜落、転
落

7 55 1.5年 転倒

8 29 1年
墜落、転
落

●労働災害の発生状況
・製造業における労働災害が令和２年及び平成29年と比較して、増加傾向にある。
・事故の型別でみると、「墜落、転落」及び「はさまれ・巻き込まれ」による災害が多くなってい
る。
・経験年数が短い労働者（0.5～3年）において多発傾向にある。
☆防止対策
→保護具着用の徹底
→作業ルールの順守
→入社時の教育と定期安全教育等による不安全行動の排除
→その他、基本的対策の徹底

令和３年の労働災害発生状況について（２月末時点）

須賀川労働基準監督署

発生状況

　ホイールローダーを使用して作業終了後、運転席から階段を降りる際、バ
ランスを崩して転落し、負傷した（休業3か月）。

　トラック荷台上の荷物（高さ約1メートル）の上で、当該荷物にロープをかけ
る作業を行った後、足元を十分に確認しないまま荷物から降りようとしたた
め、足を踏み外して転落した。このとき、右下腹部が荷台のあおり部分に衝
突して骨折した（休業10日）。

　事業場敷地内で雪かき作業するため、敷地内を歩いていたところ、地面が
凍結していたことに気づかず、足を滑らせ転倒して負傷した（休業2週間）。

　三段ステップに上って機械に製品の補充をしようとしていたところ、機械の
異常を発見したため、責任者に報告に行こうとした際に、左足を踏み外して
転落し、左上腕骨を骨折した（休業3か月）。

 基
 本
 的
 対
 策

　機械の金型準備中、厚板をクレーンで上昇させたところ、金型が倒れてき
て、とっさに手で止めようとしたため、左手人差し指を厚板と金型で挟まれて
負傷した（休業3か月）。

　材料貯蔵容器から材料が排出されなかったため、開閉装置の取っ手を前
後に動かしたところ、右手人差し指を突き出したまま動かしていた為、当該
指を容器と取手に挟まれて負傷した（休業6日）。

　安全靴を脱いで作業を行っていたところ、高さ約1メートルの箇所にあった
重りが落下し、左足親指にあたり、骨折した（休業3週間）。

（参考） 製造業における災害発生状況等

　運転を停止せずに装置の間に腕を入れて製品を取り出したところ、機械が
作動し、右腕が挟まれて負傷した（休業21日）。


